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４年２組 指導者 原 田 圭 介

単 元 大すき！わたしたちの山口市～瑠璃光寺五重塔～

１ 単元について

本学級の子どもたちは、これまでごみの収集や消防・警察などの事業について学習してき

た。その中で、地域の人々の健康と生活環境を支える働きや、地域の安全を守る諸活動につ

いて、自分たちの生活との関連を踏まえて考えてきた。このような子どもたちが、地域に残

る文化財を保存・継承する取り組みについて学習していく。その中で、文化財を保存・継承

する意義や困難さについて考えるだけでなく、地域社会への誇りと愛情や、地域社会の一員

としての自覚を養うことを大切にしていきたい。

本単元は、地域に残る文化財である瑠璃光寺五重塔を保存・継承する取り組みについて追

究していく学習である。日本三名塔の一つに数えられる瑠璃光寺五重塔は、1442年に大内義

弘の菩提として建立され、以来570年間守られてきた大内文化の象徴であり、山口市民の宝で

もある。子どもたちは、瑠璃光寺五重塔を保存・継承する取り組みについて調べたことを交

流する中で、瑠璃光寺五重塔をより身近に感じていくだろう。その際、保存・継承する取り

組みに携わる人々の工夫や努力についての理解を深めるために、瑠璃光寺五重塔に対する人

々の思いについて考えていくことを大切にしたい。しかし、そのような人々の思いについて

考えることは容易ではない。なぜなら、ごみの収集や消防・警察の事業と異なり、瑠璃光寺

五重塔のような文化財に携わる人々と自分たちの生活との関連は、子どもたちにとって捉え

にくいからである。

そこで、以下の支援を具体化する。

○ 観光ボランティア、檜皮葺職人の方など、現在の瑠璃光寺五重塔の保存・継承に携わる
ひわだぶき

人々から直接話を聞く場を設定する。そうすることで、保存・継承に携わる人々の工夫や

努力について理解することができるようにする。

○ 瑠璃光寺五重塔を保存・継承する取り組みについて話し合う際には、保存・継承に携わ

る人々の取り組みの目的を問う。そうすることで、保存・継承に携わる人々の思いに着目

して考えることができるようにする。

○ ｢瑠璃光寺五重塔を残すために大切なことは何か｣を観点に振り返りを行い、考えを交流

する場を設定する。そうすることで、保存・継承についての新しい視点に気付いたり、保

存・継承に対する自分の思いを深めたりすることができるようにする。

２ 目 標

○ 瑠璃光寺五重塔を保存・継承する取り組みについて調べることをとおして、保存・継承

に携わる人々の工夫や努力について理解することができるようにする。

〇 瑠璃光寺五重塔を保存・継承する意義や困難さについて話し合うことをとおして、地域

社会への誇りや愛情をもち、地域社会の一員としての自覚を養うことができるようにする。

３ 評価規準

知識・技能(知・技) 思考・判断・表現(思) 主体的に学習に取り組む態度(態)

○瑠璃光寺五重塔の保存・継承に ○瑠璃光寺五重塔の保存・継承に携 ○瑠璃光寺五重塔を保存・継承

携わる人々の工夫や努力につい わる人々の工夫や努力、人々の思 する取り組みについて、意欲

て理解している。 いを考え、表現している。 的に調べようとしている。

４ 指導計画（全１０時間）

第１次 瑠璃光寺五重塔を見学し、気付いたことや疑問を交流する（４時間）

第２次 瑠璃光寺五重塔の保存・継承する取り組みについて考える(５時間)【本時５／５】

第３次 学習を振り返り、瑠璃光寺五重塔の保存・継承について考えたことを手紙に書く(１時間)



小 学 校 社 会

５ 本時案 【平成２９年１１月２４日 ９：３０～１０：１５ 中学校３年Ｃ組教室】

（１）ねらい 瑠璃光寺五重塔の保存・継承の問題について話し合うことをとおして、これ

から塔を残すために大切なことは何かを考えることができるようにする。

（２）学習過程

学習活動／子どもの意識 支 援

① 瑠璃光寺五重塔が残ってきた理由について話し合う (10分) ○瑠璃光寺五重塔が、

学習内容 ・瑠璃光寺五重塔を保存・継承する取り組み(知・技) 570 年間残ってきた
・ 570年前に建てられた瑠璃光寺五重塔が残っているのは、檜皮葺 理由について問う。

職人さんや観光ボランティアさんなどのおかげだったね。 そうすることで、現

Ａ 瑠璃光寺五重塔が解体されそうになった時に、山口市民が猛反 在に至るまで塔を保

対する嘆願書を提出したことで解体されずに残ったのだったね。 存・継承するための

・ いろいろな人たちが守ってきたから、今でも残っているのだね。 様々な取り組みがあ

② 保存・継承するために大切なことを考える (25分) ったことや塔を残す

学習内容 ・保存・継承に携わる人々の工夫や努力、人々の思い(知・技) ことへの人々の思い

・瑠璃光寺五重塔を保存・継承するために大切なこと(思) に気付くことができ

・ 瑠璃光寺五重塔はこれからも残っていってほしいね。 るようにする。

〇保存・継承における

Ｂ きっと残るよ。だって、観光ボランティアや檜皮葺職 問題について話し合

人さんなど、多くの人が残そうと頑張っているからね。 う際、調べた事実を

Ｃ いや､このままでは残らないよ｡これから先､この人たちがずっと もとに発言するよう

取り組み続けていくことは､高齢化の問題もあるから難しいよ｡ 促す。そうすること

Ａ 瑠璃光寺五重塔を残していくことは、みんなの願いだけれど、 で、問題を明確にし、

このままでは残せないかもしれない。どうしたらよいのかな。 これからの取り組み

・ 残そうとしている人たちの後継者が必要なのではないかな。 を考えることができ

・ 檜皮葺の材料になる檜が少ないし、残していくためにはたくさ るようにする。

んお金がかかるよ。お金はどうしたらよいのだろう。 ○瑠璃光寺五重塔の保

・ 拝観料を納めてもらうと解決できるのではないかな。でもそう 存・継承についての

すると観光客が減ってしまうかもしれないね。 問題と自分の考えと

Ｃ 瑠璃光寺五重塔のよさを多くの人に伝えることが大切だよ。 を関連付けている子

Ａ どうしたら残せるかを山口市民みんなで考える必要があるね。 どもの振り返りを紹

③ 学習を振り返る (10分) 介し、振り返りの意

学習内容 ・保存・継承するために大切なことについての深まった考え(思) 図を全体に問う。そ

Ｂ 瑠璃光寺五重塔は残って当然だと思っていたけれど、Ａさんの うすることで、保存

話を聞いて、残すためにはみんなの努力が必要だと分かったよ。 ・継承するために大

・ 瑠璃光寺五重塔を残すために必要なことを考えていきたいね。 切なことについての

Ｃ 若い人たちに瑠璃光寺五重塔のよさを伝えることも大切だよ。 考えを深めることが

わたしたちが瑠璃光寺五重塔のよさを知り、伝えていきたいね。 できるようにする。

６ 板書計画

瑠璃光寺五重塔は、これからも残り続けるのかな。


